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基山町職員の給与や定数は、地方公務員法・地方自治法に基づいて、町議会の議決により条例で定められていま

す。町では条例に基づき、給与制度や職員の定員管理について、厳正な運用に努めています。

そこで、町職員の給与について町民の皆様に理解していただくために、その主な内容をお知らせいたします。

基山町人事行政の運営等に関する状況

⑴ 職員採用の状況 （平成27年度採用 単位：人）

区 分
受 験 者 数 合 格 者 数 採 用 者 数

男性 女性 男性 女性 男性 女性

一 般 事 務 26 17 2 2 2 2

保 育 士 0 3 0 2 0 2

合 計 26 20 2 4 2 4

⑵ 退職者の状況 （平成26年度退職 単位：人)

区 分 定年退職 勧奨退職
そ の 他

合 計
普通退職 分限退職 懲戒免職 失 職 死亡退職 任期満了

一般行政職 4 0 2 0 0 0 0 0 6

技能労務職 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 4 0 2 0 0 0 0 0 6

⑶ 部門別職員数の状況 （各年４月１日現在 単位：人)

部 門
職 員 数

対前年 主 な 増 減 理 由
平成26年 平成27年

一

般

行

政

議 会 2 3 1 議会事務担当職員の欠員補充（+1）

総 務 34 38 4

休職職員の復帰に伴う他部署への異動（-1）
他団体派遣職員の派遣終了に伴う他部署への異動（-1）
窓口担当職員の欠員補充（+1）
機構改革による、窓口担当職員の配置増（+1）
機構改革による、定住促進担当職員の配置増（+4）

税 務 10 11 1 徴収関連他団体への派遣（+1）

民 生 31 31 0

衛 生 8 7 -1 機構改革による、業務の他部署への一部統合による縮小（-1）

農林水産 6 6 0

商 工 1 1 0

土 木 9 7 -2
欠員不補充（-1）
機構改革による、業務の他部署への一部統合による縮小（-1）

小 計
101 104 3

(3) (3) (0)

特別行政 教 育 23 23 0

公 営
企業等

下 水 道 3 3 0

そ の 他 9 9 0

小 計
12 12 0

(0) (0) (0)

合 計
136 139 3

(3) (3) (0)

※部門別職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者などを含み、臨時的任用職員、
非常勤職員を除きます。
※（ ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

※国との人事交流に伴う退職を含み、再任用短時間勤務職員は除きます。
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⑴ 人件費の状況 （平成26年度一般会計決算)

住民基本台帳
(平成26年度末現在)

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）
人件費率
(Ｂ/Ａ)

前年度の
人件費率

人
17,449

千円
5,807,727

千円
195,399

千円
1,164,300

％
20.0

％
19.4

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長などの特別職給与及び退職手当事務負担金などが含まれます。

※職員数は、平成27年４月１日現在の一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者などを含み、
特別会計の計上職員、非常勤職員を除きます。
※職員数の（ ）内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。
※職員手当には、児童手当・退職手当は含みません。
※給与費については、再任用短時間勤務職員、臨時的任用職員の給与費を含みます。

⑵ 職員給与費の状況 （平成27年度一般会計予算)

職員数（Ａ）
給 与 費 １人当たりの

給与費（Ｂ/Ａ）給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

人
137（3）

千円
519,540

千円
48,940

千円
189,974

千円
758,454

千円
5,536

２ 職員の給与の状況

⑶ 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 （平成27年４月１日現在)

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

基山町
円

325,000
円

348,200
歳

42.3
円

327,300
円

329,100
歳

49.4

国
円

334,283
円

408,996
歳

43.5
円

289,141
円

328,318
歳

50.2

⑷ 職員の初任給の状況 （平成27年４月１日現在 単位：円)

区 分
基山町 国

初任給 初任給

一般行政職
大学卒 163,600 174,200

高校卒 142,100 142,100

技能労務職 高校卒 139,500 139,500

⑸ 期末・勤勉手当の支給状況 （平成27年４月１日現在)

区 分
基 山 町 国

期末 勤勉 計 期末 勤勉 計

期末・
勤勉手当

６月期支給率
月分

1.225
月分

0.750
月分

1.975
月分

1.225
月分

0.750
月分

1.975

12月期支給率
月分

1.375
月分

0.750
月分

2.125
月分

1.375
月分

0.750
月分

2.125

計
月分

2.600
月分

1.500
月分

4.100
月分

2.600
月分

1.500
月分

4.100

※｢平均給与月額」とは、給料月額と諸手当（期末勤勉手当、退職手当を除く。）を含んだ平均月額です。
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⑻ 特別職の報酬等の状況 （平成27年４月１日現在)

区 分 給料月額又は報酬月額 期末手当支給割合

町 長
副 町 長
教 育 長

給料月額 755,100円
〃 617,500円
〃 523,400円

６月期 1.475月分
12月期 1.625月分
計 3.100月分

議 長
副 議 長
議 員

報酬月額 343,000円
〃 279,000円
〃 255,000円

６月期 1.400月分
12月期 1.550月分
計 2.950月分

⑴ 職員の勤務時間 （平成27年４月１日現在)

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間

38時間45分 午前８時30分 午後５時15分 無 正午〜午後１時

※この勤務時間は一般的なものです。公務の運営上、特別の形態により勤務する必要のある職員については、
各任命権者が別に勤務時間の割振りを行っています。

３ 職員の勤務時間、その他の勤務条件

⑹ 退職手当の支給状況 （平成27年４月１日現在)

区 分
基 山 町 国

自己都合退職 勧奨・定年退職 自己都合退職 勧奨・定年退職

退職手当

勤続20年
月

20.44500
月

25.55625
月

20.44500
月

25.55625

勤続25年
月

29.14500
月

34.58250
月

29.14500
月

34.58250

勤続35年
月

41.32500
月

49.59000
月

41.32500
月

49.59000

最高限度
月

49.59000
月

49.59000
月

49.59000
月

49.59000

１人当たりの平均支給額
千円

2,818
千円

23,308

※退職手当の１人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
※退職手当の支給率は、佐賀県市町総合事務組合が規定する退職手当条例により定められています。

⑺ その他の職員手当支給状況 （平成26年度一般会計決算)

区 分 全 職 種

特殊
勤務手当

手当支給職員数の割合 7.3%

平成26年度支給総額 240,000円

支給対象職員１人当たりの
平均支給額

24,000円

代表的な手当の名称
徴税手当、伝染病防疫作業手当、行旅病人又
は行旅死亡人取扱手当

区 分 金 額 備 考

時間外
勤務手当

平成26年度
支 給 総 額 25,854千円 衆議院議員選挙及び県知事選挙時間

外手当を含む。職員１人当たりの平均支給額 189千円

平成25年度
支 給 総 額 17,652千円

参議院選挙時間外手当を含む。
職員１人当たりの平均支給額 135千円

区 分 内 容 国との異同

扶養手当 扶養親族のある職員 同 じ

住居手当 借家若しくは借間に居住し、月額12,000円を超える家賃等を支払っている職員 同 じ

通勤手当 交通機関を利用し、あるいは交通用具を使用して通勤している職員 同 じ
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⑵ 職員の休日等

週休２日制
週休日は、日曜日及び土曜日
（交替等で勤務している職員の週休日は、各任命権者が別に定めています。）

休 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び12月29日から翌年の１月３日までの日

⑶ 年次休暇の取得状況 （平成26年１月１日〜12月31日)

総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取 得 率

4,609日 1,192日 119人 10.0日 25.9%

※対象職員数には、派遣職員は含んでいません。

⑷ 育児休業の状況 （平成26年度末現在 単位：人)

男性 女性

育児休業取得者 0 4

※地方公務員法第30条では、すべての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては
全力でこれに専念しなければならないこととされています。この服務の基本原則を忠実に実行するため、職員には
上記のような様々な義務や制限が課されています。

⑴ 服務に関する規定の状況 （平成26年度 単位：人）

区 分 内 容 違反者数

法令等に従う義務
(地方公務員法第32条)

職員は、法令等に従い、かつ上司の命令に従わなければならない。 0

信用失墜行為の禁止
(地方公務員法第33条)

職員は、職の信用を傷つけ、又は職全体の不名誉となるような行為
をしてはならない。

2

秘密を守る義務
(地方公務員法第34条)

職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退
いた後も同様とする。

0

職務に専念する義務
(地方公務員法第35条)

職員は、その勤務時間中、職務に注意力のすべてを用い、その職務
にのみ専念しなければならない。

1

政治的行為の制限
(地方公務員法第36条)

職員は、政治的活動に関与してはならない。 0

争議行為等の禁止
(地方公務員法第37条)

職員は、ストライキ等をしてはならない。 0

営利企業等の従事制限
(地方公務員法第38条)

職員は、許可を受けなければ、営利を目的とする会社その他の団体
の役員を兼ね、若しくは自ら私企業を営み、又は報酬を得ていかな
る事業・事務にも従事してはならない。

0

⑴ 分限処分者の状況

分限処分とは、職員が一定の事由によってその職責を果たし得ない場合に、公務の遂行を確保するためになされ

る職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分をいいます。

平成26年度において、心身の故障により１名の分限処分がありました。

⑵ 懲戒処分者の状況

懲戒処分とは、職員の一定の義務違反（法令違反、職務上義務違反又は職務怠慢、全体の奉仕者たるにふさわし

くない非行のあった場合）に対する責任を追及し、その制裁として行う処分をいいます。

平成26年度において、懲戒処分該当はありませんでした。

４ 職員の分限及び懲戒処分の状況

５ 職員の服務の状況
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⑴ 研修の状況
職員の勤務能率の向上及び増進を図るため各種研修を実施しています。主なものは次のとおりです。 （平成26年度)

研 修 名 対 象 者 期間 人数 研 修 先

市町新規採用職員研修 新規採用職員 ３日間 ３人 佐賀県町村会

市町職員第１部研修 採用４〜８年の職員 ２日間 １人
佐賀県市町村
振興協会

市町職員第２部研修 採用９〜13年の職員 ２日間 ４人
佐賀県市町村
振興協会

行政法研修 全職員 １日間 64人 基山町

市町監督者研修 係長級職員 ２日間 ２人
佐賀県市町村
振興協会

パソコン研修 希望職員 １日間 ３人 佐賀県町村会

住民満足度向上の
ための接遇研修

希望職員 １日間 ３人
佐賀県市町村
振興協会

まちづくり
戦略セミナー

希望職員 １日間 ２人
佐賀県市町村
振興協会

総合計画における
まちづくり研修

全職員 １日間 84人 基山町

コンプライアンス研修 全職員 １日間 80人 基山町

市町村アカデミー 希望職員
５日間
程度

５人 市町村アカデミー

他自治体職員研修
(職員相互研修事業)

希望職員 １日間 11人
鳥栖市、小郡市、
大刀洗町

※このほかにも、各専門業務に関する派遣研修、職場研修として職場内において日常業務を通じ、
職員にその職務の遂行に必要な知識・技能等を習得させるための研修を行っています。

⑴ 健康診断の状況
（平成26年度 単位：人)

健康診断の種別 受診者数

生活習慣病予防健診 97

胃 検 診 63

婦 人 検 診 29

ＶＤＴ眼科健診 92

人 間 ド ッ ク 21

※職員の健康状態を把握し、生活習慣病
などの健康障害を早期に発見するため、
労働安全衛生法等に基づき、定期健康
診断を実施しています。

⑵ 福利厚生事業
職員の生活の安定と勤労意欲の向上を図り、職務に専念できるよう、

定期保険契約を締結し、その保険料を助成しています。 （平成26年度）

事 業 名 称 事 業 内 容 実 施 主 体 決 算 額

団体生命共済事業
死亡時に弔慰金
150万円を支給

全国町村会 625,500円

６ 職員の研修の状況

⑷ 勤務条件に関する措置の要求の状況

措置要求制度は、職員から給与、勤務時間、その他勤務条件に関し適当な行政上の措置を求める要求があった場

合、公平委員会が必要な審査をしたうえで判定し、あるいは必要な措置の勧告を行う方法で事案の解決に当たるも

のです。

平成26年度において、措置要求はありませんでした。

⑸ 不利益処分に関する不服申立ての状況

不服申立制度は、職員から分限処分（その意に反して、休職、免職その他不利益な処分）又は懲戒処分を受けた

として不服申立てがあった場合に、公平委員会が事案ごとに審理を行い、処分を承認し、又は修正し、若しくは取

り消す判定を行うものです。

平成26年度において不服申立てはありませんでした。

７ 職員の福祉及び利益の保護の状況

⑶ 公務災害補償 （平成26年度申請分）

区 分 公務災害 通勤災害

申請件数 0 0

認定件数 0 0

不認定件数 0 0
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平
成
28
年
４
月
採
用

基
山
町
臨
時
的
任
用
職
員
︵
管
理
栄
養
士
︶
募
集

平
成
28
年
４
月
採
用

基
山
町
臨
時
的
任
用
職
員
︵
管
理
栄
養
士
︶
募
集

町
で
は
︑
正
規
職
員
の
育
児
休
業

等
に
よ
り
欠
員
が
生
じ
︑
代
替
職
員

が
必
要
な
場
合
に
︑
期
限
付
き
で
任

用
し
正
規
職
員
と
同
様
の
業
務
に
従

事
す
る
︑
臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集

し
ま
す
︒

▽
募
集
職
種
・
人
数

管
理
栄
養
士

















１
名

▽
募
集
要
件

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
方

▽
任
用
期
間

４
月
25
日
︵
月
︶
か
ら
６
か
月
間

(更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒︶

勤
務
条
件
等

▽
勤
務
時
間
・
休
暇

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

(休
憩
時
間
は
正
午
～
午
後
１
時
︶

年
次
有
給
休
暇
等
の
諸
休
暇
が
あ

り
ま
す
︒

▽
給
料
・
諸
手
当

月
額
１
４
０
︐
１
０
０
円
を
基
準

に
︑
経
歴
に
よ
り
︑
こ
の
額
以
上

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︵
上
限

は
月
額
１
６
６
︐
１
０
０
円
︶︒

期
末
勤
勉
手
当
︑
時
間
外
勤
務
手

当
︑
退
職
手
当
の
ほ
か
︑
該
当
者

に
は
︑
通
勤
手
当
︑
住
居
手
当
等

の
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

▽
各
種
保
険

健
康
保
険
法
︑
厚
生
年
金
保
険
法

の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
︒

受
験
手
続
・
受
付
期
間

▽
申
込
書
の
請
求

申
込
書
・
試
験
案
内
は
︑
総
務
企

画
課
︵
役
場
３
階
︶
で
交
付
し
ま

す
︒
郵
便
請
求
の
場
合
は
︑﹃
臨

時
的
任
用
職
員
採
用
試
験
申
込
書

請
求
﹄
と
朱
書
き
し
︑
宛
名
を
明

記
し
た
定
型
の
返
信
用
封
筒
︵
Ａ

４
サ
イ
ズ
が
入
る
大
き
さ
︶
に
必

ず
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
て
︑
同

封
し
て
く
だ
さ
い
︒

▽
申
込
書
の
提
出
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

写
真
欄
に
申
込
み
６
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
本
人
の
写
真
を
貼
っ
て
︑

総
務
企
画
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
︒

郵
送
で
申
込
み
の
場
合
は
︑
封
筒

の
表
に
﹃
臨
時
的
任
用
職
員
採
用

申
込
み
﹄
と
朱
書
き
し
︑
必
ず
書

留
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
︒

▽
受
付
期
間

３
月
15
日
︵
火
︶
～
31
日
︵
木
︶

(土
・
日
曜
日
︑
祝
日
を
除
く
︶

※
郵
送
の
場
合
は
︑
３
月
31
日
︵
木
︶

必
着

試
験
に
つ
い
て

▽
日
時

４
月
上
旬
～
中
旬

午
前
８
時
30
分
開
始

▽
場
所

役
場
３
階
会
議
室

※
日
時
︑
場
所
等
に
つ
い
て
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

▽
内
容

面
接
試
験
︑
作
文
試
験
︑
適
性
検

査
︑
パ
ソ
コ
ン
操
作
試
験
等

※
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp
)

で
要
綱
等
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

行
政
係

(役
場
３
階
︶

〒
８
４
１
︱
０
２
０
４

基
山
町
大
字
宮
浦
６
６
６
番
地

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

大
雪
に
よ
る
林
道
全
線
の
倒
木
撤
去
に
つ
い
て

大
雪
に
よ
る
林
道
全
線
の
倒
木
撤
去
に
つ
い
て

１
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
の

大
雪
の
影
響
で
︑
町
内
の
林
道
全
線

に
お
い
て
︑
通
行
を
妨
げ
る
多
数
の

倒
木
が
発
生
し
ま
し
た
︒

各
林
道
は
︑
林
業
用
と
し
て
は
も

と
よ
り
︑
生
活
道
路
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
通
行
の
再

開
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
︑
地
元
区

長
の
承
諾
を
得
て
︑
町
で
一
斉
撤
去

を
行
っ
て
い
ま
す
︒

事
後
的
に
︑
倒
木
所
有
者
の
方
へ

連
絡
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
所

有
者
が
多
数
か
つ
特
定
困
難
で
あ
る

た
め
︑
本
紙
で
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

産
業
振
興
課

電
話
９
２
︱
７
９
４
５

平
成
27
年
度

第
６
回
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
度

第
６
回
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開
催
し
ま
す

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
第

27
条
に
よ
り
設
置
を
規
定
さ
れ
て
い

る
︑
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
を
開

催
し
ま
す
︒

▽
日
時

３
月
29
日
︵
火
︶

午
後
１
時
か
ら

▽
場
所

役
場
２
階
２
０
２
会
議
室

▽
審
議
会
の
内
容

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
関
す
る

答
申
に
つ
い
て

▽
審
議
会
の
公
開

審
議
会
は
公
開
い
た
し
ま
す
︒
傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
課

協
働
推
進
係

電
話
９
２
︱
７
９
２
０
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非
常
勤
嘱
託
職
員
︵
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
︶
募
集

非
常
勤
嘱
託
職
員
︵
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
︶
募
集

町
で
は
︑
平
成
28
年
度
の
非
常
勤

嘱
託
職
員
︵
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
︶

を
募
集
し
ま
す
︒

希
望
さ
れ
る
方
は
︑
希
望
職
種
を

記
入
し
︑
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
及

び
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒︵
郵
送
可
︶

履
歴
書
は
市
販
の
も
の
で
も
結
構

で
す
が
︑
総
務
企
画
課
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
︒
一
度

提
出
い
た
だ
い
た
履
歴
書
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

履
歴
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
は
︑

担
当
課
か
ら
面
接
等
の
連
絡
を
い
た

し
ま
す
︒

詳
し
い
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
︑

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▽
募
集
内
容

別
表
の
と
お
り

▽
各
種
保
険

健
康
保
険
︑
厚
生
年

金
︑
雇
用
保
険
あ
り

▽
雇
用
期
間

４
月
１
日
～

平
成
29
年
３
月
31
日

▽
募
集
締
切

３
月
22
日
︵
火
︶

必
着

※
履
歴
書
提
出
先

〒
８
４
１
︱
０
２
０
４

基
山
町
大
字
宮
浦
６
６
６
番
地

基
山
町
役
場

総
務
企
画
課

行
政
係
︵
役
場
３
階
︶

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

募集職種 募集人数 募集要件 業務内容 勤務日数・時間 賃金 勤務先 担当課

保健師

若干名

資格所有者
普通自動車運転免許
所有者で簡単なパソ
コン操作ができる方
※民間企業・自治体
等で保健師としての
在職期間（継続して
１年以上就業した期
間の通算）が３年以
上ある方。

保健事業全般

勤務日数は正規職員に
準じる
(月曜日から金曜日：祝
日を除く)
※有給休暇あり
午前８時30分〜午後５時
(うち休憩１時間)
※健診事業等時には早
出勤務あり

193,500 円 ／ 月
（このほか通勤に
係る交通費相当
分を加算）

基山町
保健センター

健康福祉課
健康増進係
(保健センター)
電話92-2045

資格所有者
普通自動車運転免許
所有者で簡単なパソ
コン操作ができる方

20日／月
※有給休暇あり
午前９時〜午後５時
(うち休憩１時間)
※健診事業等時には早
出勤務あり

176,700 円 ／ 月
（このほか通勤に
係る交通費相当
分を加算）

管理
栄養士

資格所有者
普通自動車運転免許
所有者で簡単なパソ
コン操作ができる方

各種健診業務、
訪問指導、健康
相談等保健事業
全般

20日／月
※有給休暇あり
午前９時〜午後５時
(うち休憩１時間)
※健診事業等時には早
出勤務あり

176,700円／月
(このほか通勤に
係る交通費相当
分を加算）

非常勤嘱託職員の募集内容

︿
有
料
広
告
﹀
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平
成
28
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

平
成
28
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

町
で
は
︑
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

︵
児
︶
の
日
常
生
活
圏
の
拡
大
や
社

会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
︑
タ

ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
︒
こ
の
助
成
を
受
け
る
た
め
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
申
請
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

▽
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
し
︑
次
の
①
～

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅

の
心
身
障
が
い
者
︵
児
︶

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
を

お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
の
Ａ
・
Ｂ
を
お
持
ち
の

方
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

１
・
２
級
を
お
持
ち
の
方

※
自
動
車
税
︑
自
動
車
取
得
税
︑
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
や
︑
入
院
中
又
は
施
設
入
所
中

の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
︒

※
対
象
者
へ
の
個
人
通
知
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
︒

▽
利
用
助
成
券
の
内
容

申
請
日
の
属
す
る
月
か
ら
当
該
年

度
末
ま
で
の
月
数
に
３
を
乗
じ
た

枚
数
︵
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る

方
に
は
６
を
乗
じ
た
枚
数
︶
の
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
交
付

し
︑
１
回
の
利
用
に
つ
き
基
本
料

金
分
を
助
成
し
ま
す
︒
リ
フ
ト
付

き
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
も
あ
り

ま
す
︒

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
対
象
者
に
該
当
す
る
手
帳

・
印
鑑
︵
認
印
︶

※
旧
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
︵
黄
緑

色
︶
を
お
持
ち
の
方
は
返
還
し
て

く
だ
さ
い
︒

▽
申
請
受
付
期
間

３
月
25
日
︵
金
︶
か
ら

※
申
請
・
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

第
７
回
基
山
町
史
編
さ
ん
事
業
成
果
展
開
催
！

第
７
回
基
山
町
史
編
さ
ん
事
業
成
果
展
開
催
！

～
新
図
書
館
開
館
記
念
特
別
展
﹁
基
山
の
至
宝
展
｣

～

～
新
図
書
館
開
館
記
念
特
別
展
﹁
基
山
の
至
宝
展
｣

～

平
成
19
年
度
か
ら
︑
町
史
編
さ
ん

事
業
の
成
果
を
紹
介
す
る
﹁
き
や
ま

︱
み
ん
な
が
守
っ
て
き
た
き
や
ま

︱
﹂
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

第
７
回
を
迎
え
る
今
回
は
︑
新
し

く
開
館
す
る
図
書
館
で
︑特
別
展﹁
基

山
の
至
宝
展
﹂
を
開
催
し
ま
す
︒
こ

れ
ま
で
に
町
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
遺
物
を
中
心
に
至
宝
の
数
々
を
展

示
し
ま
す
︒
ぜ
ひ
︑
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▽
日
時

４
月
１
日︵
金
︶～
５
月
29
日︵
日
︶

(毎
週
月
曜
日
︑
祝
日
を
除
く
︶

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所

基
山
町
立
図
書
館

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー

▽
展
示
品
例

・
千
塔
山
遺
跡
出
土
青
銅
製
鋤
先

【弥
生
時
代
︑
佐
賀
県
重
要
文
化

財
︵
考
古
資
料
︶︼

・
中
隈
山
遺
跡
出
土
銅
鏡
︻
古
墳
時
代
︼

▽
展
示
解
説

４
月
23
日
(土
)午
前
10
時
～
12
時

多
目
的
室
で
解
説
を
行
っ
た
後
に

展
示
を
見
学
し
ま
す
︵
２
回
程
度

を
予
定
︶︒
申
込
み
は
不
要
で
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

千塔山遺跡出土青銅製鋤先

中隈山遺跡出土銅鏡

保険者名称が
「全国健康保険協会佐賀⽀部」
となっている⽅ (⾊は⽔⾊です)

歳～ 歳の方は健康保険料率に介護保険料率が加わります。

《現行》 《新料率》

お問合せ 全国健康保険協会 協会けんぽ 佐賀支部

改定時期

●任意継続被保険者の方は
平成 年 月分 月納付分

● 平成 年 月分～
平成 年 月納付分

健康保険料率が変わります

介護保険
料率

％
（据え置き）

％

健康保険
料率 ％％

協会けんぽ協会けんぽ協会けんぽ 加入者の加入者の
皆様へ皆様へ
加入者の
皆様へ

︿
有
料
広
告
﹀
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｢
基
肄
城
﹂
と
書
い
て
何
と
読
む
か
、

本
特
集
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
多
く
の
方
は
既
に
ご
存
じ
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
﹁
き

い
じ
ょ
う
﹂
と
読
め
る
と
い
う
こ
と

こ
そ
が
、
基
肄
城
を
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
い
た
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
基
肄
城
は
、

６
６
５
年
に
大
宰
府
の
南
に
あ
た
る

基き

山ざ
ん

と
そ
の
東
峰
に
か
け
て
築
造
さ

れ
た
古
代
山
城
で
、
２
０
１
５
年
︵
平

成
27
年
︶
に
は
築
造
１
３
５
０
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
基

肄
城
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
で

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
な
ど
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
築
造
１
３
５
０
年

を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
会
、

草
ス
キ
ー
大
会
、
歴
史
民
俗
資
料
館

で
の
特
別
展
示
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

基
肄
城
跡
へ
の
案
内
板
設
置
や
基き

山ざ
ん

展
望
台
の
改
修
な
ど
の
事
業
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
き

た
、
水
門
の
石
垣
保
存
修
理
事
業
も

今
年
度
で
完
了
し
、
壮
大
な
石
垣
や

石
積
か
ら
は
、
古
代
の
優
れ
た
技
術

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
事
業
に
伴
う
調
査
で
は
、

石
垣
の
中
か
ら
新
た
に
３
つ
の
通
水

溝
が
見
つ
か
り
、
基
肄
城
の
新
た
な

発
見
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
10
月
に
は
、
西
日
本
各
地

の
古
代
山
城
を
有
す
る
関
係
自
治
体

が
基
山
町
に
一
堂
に
会
し
て
、
保
存

や
活
用
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う

﹁
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
基
山
大
会
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
研
修
と

し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
の
方
々
が

水
門
や
基き

山ざ
ん

山
頂
を
見
学
さ
れ
、
町

民
の
方
々
に
よ
る
道
案
内
や
解
説
な

ど
を
通
し
て
、
基
肄
城
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
い

た
﹁
文
化
遺
産
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
﹂
は
、
町
内
に
あ
る
数
多
く
の
文

化
遺
産
を
調
査
し
て
、
そ
の
成
果
を

活
か
し
た
解
説
を
行
う
な
ど
、
今
年

度
か
ら
新
た
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。第

20
回
を
迎
え
た
、
基
肄
城
築
造

１
３
５
０
年
記
念
特
集
コ
ラ
ム
﹁
基

肄
城
を
知
る
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回

で
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
26

年
８
月
か
ら
毎
月
15
日
号
に
、
基き

山ざ
ん

や
基
肄
城
な
ど
に
関
係
す
る
コ
ラ
ム

を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
︵
別
表
︶
。

基
肄
城
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

守
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

築
造
１
３
５
０
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
節
目
を
迎
え
、

改
め
て
多
く
の
方
々
に
基
肄
城
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

築
造
１
４
０
０
年
目
に
向
け
て
、

基
肄
城
は
動
き
だ
し
た
ば
か
り
で
す
。

築
造
１
４
０
０
年
の
と
き
に
は
、
日

本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
人
た
ち

も
﹁
k
iijo
﹂
と
読
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
ら
、
と
密
か
に
期
待
し
な
が

ら
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

回 タイトル 掲載号

1 私たちの町の宝 基肄城跡 平成26年8月15日号

2
基肄城築造の記録
−基肄城築造1350年の証−

9月15日号

3 新たに発見された通水溝 10月15日号

4
古代の法律『令』に定められた防火対策
−基肄城にある建物−

11月15日号

5
基肄城の城壁と門
−土塁、石塁、門礎−

12月15日号

6 大宰府の防衛線 平成27年1月15日号

7 基肄城の瓦と瓦窯 2月15日号

8 荒穂の神さまと基山 3月15日号

9 万葉集に出てくる道、『城
き

の山
やま

道
みち

』 4月15日号

10 記録に見える軍団、『基肄団』 5月15日号

11 鎌倉・室町時代の基肄城 6月15日号

12 絵画資料にみる基肄城 7月15日号

13 基肄城を国の宝へと押し上げた人 8月15日号

14 みんなで手入れした山、基
き

山
ざん

9月15日号

15 基
き

山
ざん

山頂にそびえる天智天皇欽仰之碑 10月15日号

16 草スキーも有名な基
き

山
ざん

11月15日号

17 きやまのお潮
しお

井
い

取り 12月15日号

18 基
き

山
ざん

を守ってきた人々 平成28年1月15日号

19 基肄城と烽火 2月15日号

20 築造1400年に向けて（最終回） 3月15日号

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
⑳

︱
築
造
１
４
０
０
年
に
向
け
て
︵
最
終
回
)

︱
基肄城築造1350年記念特集コラム

｢基肄城を知る｣ タイトル一覧
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｢

発
見
！
き
や
ま
の
歴
史
２

荒
穂
の
神
さ
ま
と
御
神
幸
祭
﹂

｢

発
見
！
き
や
ま
の
歴
史
２

荒
穂
の
神
さ
ま
と
御
神
幸
祭
﹂

刊
行
記
念
朗
読
会
の
開
催

刊
行
記
念
朗
読
会
の
開
催

基
山
町
文
化
遺
産
活
用
推
進
実
行

委
員
会
で
は
︑
今
年
度
か
ら
︑
町
特

有
の
文
化
遺
産
︵
後
世
に
伝
え
た

い
・
残
し
た
い
も
の
や
こ
と
︶
を
活

用
し
︑
地
域
活
性
化
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
︑
ま
ん

が
﹁
発
見
！
き
や
ま
の
歴
史
２

荒

穂
の
神
さ
ま
と
御
神
幸
祭
﹂
を
制
作

し
ま
し
た
︒
荒
穂
神
社
に
ま
つ
わ
る

伝
説
や
毎
年
秋
分
の
日
に
行
わ
れ
る

御
神
幸
祭
の
内
容
な
ど
を
︑
ま
ん
が

で
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
刊
行
を
記
念
し
て
︑
ま
ん
が

に
音
を
付
け
て
台
詞
を
読
み
上
げ
る

朗
読
会
を
開
催
し
ま
す
︒
臨
場
感
あ

る
ま
ん
が
の
朗
読
を
通
し
て
︑
町
の

文
化
遺
産
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
︵
申
込
み
不
要
︶

▽
日
時

３
月
26
日
︵
土
︶

午
前
10
時
30
分
か
ら

(約
45
分
間
︶

▽
場
所

基
山
町
民
会
館
１
階
会
議
室

▽
朗
読
者

福
永
真
理
子
さ
ん

※
来
訪
さ
れ
た
方
に
は
︑ま
ん
が﹁
発

見
！
き
や
ま
の
歴
史
２

荒
穂
の

神
さ
ま
と
御
神
幸
祭
﹂
を
配
布
し

ま
す
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
文
化
遺
産
活
用
推
進
実
行

委
員
会
事
務
局︵
教
育
学
習
課
内
︶

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

文
化
遺
産
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︵
２
期
生
︶
の
募
集

文
化
遺
産
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︵
２
期
生
︶
の
募
集

町
の
文
化
遺
産
の
調
査
や
解
説
な

ど
を
行
う
﹁
基
山
町
文
化
遺
産
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︵
２
期
生
︶﹂
を
募

集
し
ま
す
︒

こ
の
活
動
は
︑
平
成
27
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
︑
今
回
は
﹁
基き

山ざ
ん

と
基
肄

城
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
文
化
遺
産
の
調

査
と
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
実
際

に
︑
基き

山ざ
ん

・
基
肄
城
へ
行
き
︑
そ
こ

に
あ
る
歴
史
的
な
も
の
か
ら
植
物
ま

で
︑
様
々
な
文
化
遺
産
を
調
査
し
︑

そ
の
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
マ
ッ
プ
や

冊
子
を
制
作
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
調

査
の
経
験
を
活
か
し
︑
古
代
山
城
サ

ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
︑
基き

山ざ
ん

・
基
肄
城

を
訪
れ
る
方
々
へ
文
化
遺
産
の
解
説

を
行
っ
て
い
ま
す
︒

活
動
は
︑
月
に
１
～
２
回
程
度
で
︑

会
議
や
勉
強
会
︑
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
︒
興
味
の
あ
る
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

▽
申
込
み
方
法

電
話
又
は
メ
ー
ル

(メ
ー
ル
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

は
︑
名
前
︑
住
所
︑
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
︒
受
付
完
了

メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
︒︶

※
４
月
14
日
︵
木
︶
午
後
７
時
か
ら

基
山
町
民
会
館
１
階
会
議
室
で
平

成
28
年
度
第
１
回
会
議
・
勉
強
会

を
行
う
予
定
で
す
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

基
山
町
文
化
遺
産
活
用
推
進
実
行

委
員
会
事
務
局︵
教
育
学
習
課
内
︶

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

メ
ー
ル
fu
r
u
s
a
to
-
3
@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

■胃カメラ（ピロリ菌検査・除菌治療）
■大腸カメラ（日帰りポリープ切除）：要予約
★胃カメラ＋大腸カメラ　同日セット検査：要予約

■全身エコー（腹部・心臓・頚動脈・甲状腺・乳腺・抹消血管）
・木曜午前：要予約（電話で予約可）
■人間ドック、健康診断、各種検査

基山町小倉１０５９－２（電話：0942-92-1121）
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://www.kiyama-naishikyou.jp/
ﾌﾞﾛｸﾞ：https://www.kiyama-naishikyou.jp/blog/

※眠った状態でのカメラ検査（無痛内視鏡）を行っています。詳細はホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

︿
有
料
広
告
﹀
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※問合せ先　まちづくり課　電話９２－７９２０

建物を建築（新築・増築・改築・移転）する場合は建築確認を受けましょう建物を建築（新築・増築・改築・移転）する場合は建築確認を受けましょう

建築確認とは

建築基準法令や建築基準法関連規定に適合しているか、事前に審査を行い、確認することです。

 → 違反建築物等が建ってしまった後に直すことは大変です。そのため、あらかじめ建築計画
　  が法律の規定に適合しているかどうか、設計書の段階で確認する必要があります。
 → 建築確認済証の交付を受けずに建築を行うと、懲役や罰金を科される場合があります。

■ 建築確認申請が必要な場合とは

　町内に建築物を新築する場合
　（基山町は町全域が都市計画区域のため、建築物の種類や規模を問わず必要です。）
　増築や改築、移転の場合は、床面積が１０㎡を超える建築物を建てる場合
　建築設備や次に掲げる工作物を設置する場合
　　・工作物の例 … 高さが６ｍを超える煙突
　　　　　　　　 … 高さが１５ｍを超える鉄筋コンクリートの柱、鉄柱、木柱など
　　　　　　　　 … 高さが４ｍを超える広告塔、記念塔など
　　　　　　　　 … 高さが８ｍを超える高架水槽、サイロ、物見塔など
　　　　　　　　 … 高さが２ｍを超える擁壁

■ 副申事務について

　副申とは、「官庁が申請書などの文書を上級機関へ伝達するときに、その文書に対して参考
意見を述べること」をいいます。町では、副申事務として、建築確認申請時に調査報告書の
添付を行っています。副申事務対象の建築確認申請機関は、次の２機関です。
　（１）佐賀県東部土木事務所 建築課（旧鳥栖土木事務所）
　　　　鳥栖市元町１２３４－１　電話８３－４３９８
　（２）（公財）佐賀県建設技術支援機構 建築確認事務所

　　　　佐賀市鍋島町大字八戸字上深町３１８２　電話０９５２－２６－１６６６
　　　　ホームページ http://www.sagacat.or.jp/index.html

詳しくは、佐賀県東部土木事務所までお問い合わせください。

町への書類提出の際は、正本１部及び町の控え１部（返却いたしません）として、計２部をご提出く
ださい。町控え分については、書類第１面から第５面まで、位置図、付近見取り図、字図、土地謄本、（必
要な場合は、都市計画法に関する書類、開発行為に関する工事の検査済証）、配置図、建物平面・立面図、
文化財の有無の回答書（写）を提出してください。

＊副申事務に際して（建築基準法第６条１項の手続）

＊副申事務の処理期間　書類不備がない場合は、１～２日間で受取可能です。（土・日曜日、祝日を除く）

道路のセットバックが発生する場合（都市計画法の開発許可に該当する場合を除く）は、
事前にまちづくり課までご相談ください。協議及び必要な手続をご説明します。

後退道路用地（セットバック）について

住まいの困った！どうしたらいいの？にお答えします

国土交通大臣から指定を受けた住宅専門の相談
窓口で、住まいに関するご相談、リフォーム見
積書のチェックサービスなどを行っています。
お気軽にお電話ください。

受付時間：午前１０時～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）

（公財）住宅リフォーム・

紛争処理支援センターＨＰ
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そ
れ
は
本
当
に
ご
み
で
す
か
？

そ
れ
は
本
当
に
ご
み
で
す
か
？

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
品
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
品
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
時
期
は
︑
転
勤
や
進
学
等
で

引
っ
越
し
が
多
く
な
り
︑
ご
み
が
増

え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
︒
し
か
し
︑

こ
の
ご
み
の
中
に
は
︑
ま
だ
利
用
で

き
る
物
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
︒
利
用
で
き

る
物
は
︑
捨
て
て
し
ま
う
前
に
貰
い

手
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒
利
用

で
き
な
い
物
に
つ
い
て
は
︑
き
ち
ん

と
分
別
し
て
︑
資
源
化
で
き
る
物
は

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
ま
し
ょ
う
︒

貰
い
手
が
い
な
い
場
合
は
︑
町
で

バ
ザ
ー
品
の
提
供
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
︑
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

い
︒
自
分
に
と
っ
て
は
不
要
な
物
で

も
︑
使
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒
捨
て
て
し
ま
う
前
に
︑

一
度
ご
検
討
く
だ
さ
い
︒

▽
バ
ザ
ー
品
対
象
品

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
な
い
家
具
︑

未
使
用
の
タ
オ
ル
や
陶
磁
器
等
の

生
活
用
品
︑
雑
貨
︑
衣
類
な
ど

(電
化
製
品
は
対
象
外
︶

▽
持
込
み
方
法

住
民
生
活
課
︵
役
場
１
階
︶
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
︒
大
型
家
具
等

で
持
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
︑

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

甘
木
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て

甘
木
鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て

︵
３
月
26
日
か
ら
︶

︵
３
月
26
日
か
ら
︶

甘
木
鉄
道
は
︑
３
月
26
日
︵
土
︶

か
ら
新
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
︒
時

刻
の
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒
新

時
刻
表
は
︑
３
月
22
日
︵
火
︶
以
降

に
︑
役
場
や
Ｊ
Ｒ
基
山
駅
︑
甘
木
鉄

道
列
車
内
で
配
布
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
課

電
話
９
２
︱
７
９
２
０

︿
有
料
広
告
﹀

『『明るく、楽しく、元気よく、最高の笑顔で!!』
活気ある基山町のみなさまを全力でサポートさせて頂きます。

基山町の健康応援団。

☎０９４２－８５－９７８７

診療時間

月～土 １０：００ ～ １４：００
１６：００ ～ ２１：００

休診日 日・祝日
スタジオ完備でトレーニング＆コンディショニングOK！

ＪＲ基山駅１階にあります!!!!アイズ基山駅前整骨院

駐車場完備

｢

女
性
の
た
め
の
政
策
参
画
セ
ミ
ナ
ー
in
基
山
町
﹂
を
開
催
し
ま
し
た

自宅に市の福祉事務所を名乗って電話があり、「医療

費を還付する案内のはがきを送っているが、届いて

いないか」と言われた。「届いていない」と答えると、

「こちらで受け付けている。近くのコンビニに行って、

ATM の前から指定の電話番号へ連絡するように」と

指示された。コンビニから連絡し、指示されるまま

に ATM を操作したが、出てきた明細を見ると、約

100 万円を振り込んだことになっていた。

（60 歳代　男性）

医療費などの
還付金詐欺に注意！

▼還付金がＡＴＭで支払われることは
　絶対にありません。

▼「お金が返ってくるので、携帯電話
　を持ってＡＴＭに行くように」と言
　われたら、還付金詐欺です。

▼このような電話があったら、相手の
　説明を疑い、すぐに警察などにご相
　談ください。
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狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

犬
を
飼
う
方
に
は
︑
狂
犬
病
予
防

法
に
お
い
て
︑
犬
の
登
録
︵
生
涯
に

１
回
︶
と
狂
犬
病
予
防
接
種
︵
毎
年

１
回
︶
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

狂
犬
病
は
︑
発
症
す
る
と
動
物
だ

け
で
な
く
人
間
も
１
０
０
％
死
亡
し

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
︒
室

内
で
飼
っ
て
い
て
も
︑
必
ず
接
種
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
︒

別
表
の
と
お
り
︑
４
月
に
狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
︒
接

種
率
が
下
が
る
と
︑
次
年
度
の
集
合

注
射
会
場
の
設
置
が
難
し
く
な
り
ま

す
の
で
︑
ぜ
ひ
集
合
注
射
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
︒
集
合
注
射
を
利
用
で
き

な
い
方
は
︑
動
物
病
院
で
接
種
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
︒
接
種
後
は
︑

動
物
病
院
か
ら
交
付
さ
れ
る
証
明
書

を
持
参
し
︑
住
民
生
活
課
︵
役
場
１

階
︶
で
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付
︵
交
付
手
数
料
５
５
０
円
︶
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

※
未
登
録
や
予
防
注
射
未
接
種
の
場

合
︑
20
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

▽
集
合
注
射
に
必
要
な
も
の

・
３
︐
１
５
０
円

(注
射
代
２
︐
６
０
０
円
＋
注
射

済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
︶

未
登
録
の
犬
は
︑
登
録
手
数
料
と

し
て
別
途
３
︐
０
０
０
円
が
必
要

で
す
︒
お
釣
り
が
無
い
よ
う
︑
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

・
問
診
票
記
入
済
み
の
案
内
は
が
き

案
内
は
が
き
は
︑
登
録
さ
れ
て
い

る
飼
い
主
に
対
し
て
︑
３
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
︒

▽
集
合
注
射
時
の
注
意
事
項

・
犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
は
︑
接
種

前
に
獣
医
師
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
︒

・
今
年
度
に
は
︑
県
内
の
集
合
注
射

会
場
で
咬
傷
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
︒
会
場
に
は
︑
必
ず
犬
を
制
御

で
き
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

・
ふ
ん
の
後
始
末
に
つ
い
て
は
︑
掃

除
用
具
等
を
持
参
し
︑
責
任
を

持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

・
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
次
の
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

・
犬
が
死
亡
し
た
と
き

・
登
録
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

※
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

犬
・
猫
の
多
頭
飼
育

犬
・
猫
の
多
頭
飼
育

は
届
出
が
必
要
で
す

は
届
出
が
必
要
で
す

県
で
は
︑
平
成
20
年
か
ら
動
物
の

健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
に
﹁
佐
賀

県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
﹂
に
お
い
て
︑
生
後
90
日
以
上

の
犬
及
び
猫
を
合
わ
せ
て
６
匹
以
上

飼
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
︑
保
健
福

祉
事
務
所
へ
の
届
出
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
︒

多
数
の
犬
及
び
猫
を
飼
う
方
は
︑

そ
の
動
物
の
習
性
等
を
よ
く
理
解
し
︑

適
切
な
飼
育
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
鳴
き
声
や
臭
い
な
ど
に
よ
っ

て
周
辺
住
民
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

鳥
栖
保
健
福
祉
事
務
所

電
話
８
３
︱
２
１
６
２

日 程 時 間 場 所

４月３日(日） 午前９時〜10時 基山町保健センター西側（役場敷地内）

４月５日(火) 午後１時30分〜２時30分 基山町保健センター西側（役場敷地内）

４月７日(木) 午前10時〜11時 弥生が丘まちづくり推進センター

４月24日(日) 午前９時〜10時 鳥栖市役所

平成28年度 狂犬病予防集合注射日程表

※平成28年度は、けやき台会場が閉鎖されていますのでご注意ください。
※鳥栖市・みやき町・上峰町の集合注射会場でも接種を受けることができます。
日時や場所等の詳細は、各市町にお問い合わせください。
(新規登録の手続や狂犬病予防注射済票の交付は基山町役場にお越しください。）

八ツ並
公　園

薬局
やよいが丘
保育園

やよいがおか
鹿 毛 病 院

まちづくり推進
センター

ホーム寿楽園
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in KIYAMA

　桜開花時に本校の桜を地域に開放するとともに、高大連携の立命館アジア太平洋大学の外国人
留学生の参加を得て、近隣住民や本校生徒及び基山町の小中高生との異文化交流の場となるよう
昨年に引き続き「さくらフェスタ」を開催します。

主　催 東明館中学校・高等学校

日　時 ３月26日（土）　午前11時～午後３時（バルーン試乗は午前９時～11時）

場　所

内　容（予定）

※問合せ先
　東明館中学校・高等学校
　電話 92―5775　FAX 92―5769
　HP　http://www.tomeikan.ed.jp/

東明館中学校・高等学校　※駐車場あり

時　　間 内　　容　　等

午前９時～11時 バルーン試乗

午前11時 開会式

午前11時10分から ・無料法律相談（詳細は18ページ）
・茶道部による茶会
・ちびっ子スケッチコンテスト
・スタンプラリー
・ミニ蒸気機関車の運行
・留学生との交流会
・ブラジリアン柔術エキシビション
・ビンゴ大会
・福岡大学和太鼓演奏
・焼き鳥、フランクフルト、和菓子などの販売

※このほか、追加イベントも計画しています。

午後３時

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

閉会式
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２
月
７
日
︵
日
︶
に
行
わ
れ
︑
ご

好
評
い
た
だ
い
た
第
１
回
に
続
き
︑

第
２
回
基
山
お
さ
ん
ぽ
マ
ル
シ
ェ
を

開
催
し
ま
す
︒

今
回
は
︑
前
回
か
ら
内
容
を
変
え
︑

手
作
り
品
を
持
ち
寄
っ
て
販
売
す
る

﹁
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
︵
手

作
り
市
︶﹂︑
大
人
も
子
ど
も
も
作
っ

て
遊
べ
る
﹁
手
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ︵
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
︑プ
ラ
板
な
ど
︶﹂

を
行
い
ま
す
︒

買
っ
て
︑
作
っ
て
︑
の
ん
び
り
と

お
散
歩
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
︒

▽
日
時

３
月
27
日
︵
日
︶

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所

基
山
モ
ー
ル
商
店
街

※
問
合
せ
先

基
山
お
さ
ん
ぽ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委

員
会

岩
永

電
話
０
８
０
︱
８
５
６
５
︱
５
９
６
６

メ
ー
ル
iw
a
n
a
g
a
ts
u
g
u
@
g
m
a
il.c
o
m

基
山
中
学
校
︑
東
明
館
高
校
︑
鳥

栖
高
校
︑
鳥
栖
工
業
高
校
の
生
徒
が

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
シ
ャ
ッ

タ
ー
ペ
イ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︒

基
山
町
在
住
者
と
会
議
を
重
ね
︑
３

月
５
日
か
ら
基
山
モ
ー
ル
商
店
街
の

閉
じ
ら
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
ペ
ン
キ

で
絵
を
描
い
て
き
ま
し
た
︒

今
回
︑
完
成
披
露
会
を
行
い
ま
す
︒

賑
や
か
に
彩
ら
れ
た
商
店
街
を
見
に

来
ま
せ
ん
か
︒

▽
日
時

３
月
27
日
︵
日
︶

午
後
１
時
か
ら

▽
場
所

基
山
モ
ー
ル
商
店
街

※
問
合
せ
先

・
基
山
モ
ー
ル
商
店
街
事
務
所

電
話
９
２
︱
０
０
２
５

(平
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
︶

・
ま
ち
な
か
公
民
館

電
話
８
５
︱
８
２
８
１

桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て
︑
陸
上
自

衛
隊
小
郡
駐
屯
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
一
般
開
放
し
ま
す
︒

▽
日
時

３
月
26
日
︵
土
)︑
27
日
︵
日
︶

４
月
２
日
︵
土
)・
３
日
︵
日
︶

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
開
花
の
時
期
に
よ
り
前
後
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
︒

▽
場
所

小
郡
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
︑

更
生
セ
ン
タ
ー

▽
そ
の
他

・
車
の
乗
り
入
れ
可
能
︵
飲
酒
運
転

は
絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
︒︶

・
酒
類
及
び
飲
食
物
の
持
込
み
可
能

︵
ご
み
と
炭
は
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
︒︶

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
は
脚
付
き
コ

ン
ロ
の
み
使
用
で
き
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

陸
上
自
衛
隊

小
郡
駐
屯
地

電
話
７
２
︱
３
１
６
１

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
と
は
︑
各
自

衛
隊
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者
︵
飛

行
要
員
を
含
む
︶
を
養
成
す
る
制
度

で
す
︒

大
学
の
文
系
及
び
理
工
系
か
ら
進

む
﹁
一
般
幹
部
候
補
生
﹂
に
は
︑
陸

上
自
衛
隊
の
音
楽
要
員
及
び
海
上
・

航
空
自
衛
隊
の
飛
行
要
員
が
含
ま
れ

ま
す
︒

ま
た
︑
大
学
の
歯
学
科
及
び
薬
学

科
か
ら
進
む
﹁
歯
科
幹
部
候
補
生
﹂︑

﹁
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
﹂
は
︑
自
衛
隊

の
衛
生
分
野
︵
病
院
等
︶
で
の
勤
務

と
な
り
ま
す
︒

▽
募
集
内
容

幹
部
候
補
生

①
大
卒
程
度
試
験
︵
一
般
・
飛
行
︶

②
院
卒
者
試
験
︵
一
般
・
飛
行
︶

③
歯
科
・
薬
学
科

▽
受
験
資
格

①
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
︑
22
歳

以
上
26
歳
未
満

(修
士
課
程
修

了
者
等
︵
見
込
み
含
む
︶
は
28
歳

未
満
︶
の
方
︑
又
は
20
歳
以
上
22

歳
未
満
の
大
卒
者︵
見
込
み
含
む
︶

②
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
︑
20
歳

以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了

者
等
︵
見
込
み
含
む
︶

③
歯
科
：
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
︑

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
専
門
の
大

卒
者
︵
見
込
み
含
む
︶

薬
剤
科
：
平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
︑
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
専
門

の
大
卒
者
︵
見
込
み
含
む
︶

▽
受
付
期
間

５
月
６
日
︵
金
︶
ま
で

▽
試
験
日

①
②
５
月
14
日
︵
土
︶・
15
日
︵
日
︶

(15
日
は
飛
行
要
員
の
み
︶

③
５
月
14
日
︵
土
︶

※
問
合
せ
先

自
衛
隊
鳥
栖
地
域
事
務
所

電
話
８
３
︱
４
０
７
７

▽
対
象
者

・
町
内
︵
近
隣
地
区
可
︶
居
住
者

・
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

※
年
齢
不
問
︒
お
子
さ
ん
大
歓
迎
︒

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
︒

▽
募
集
人
数

若
干
名

▽
練
習
日
時

原
則
︑
第
１
・
第
３
月
曜
日

午
後
７
時
～
９
時

▽
練
習
場
所

基
山
町
民
会
館
実
習
室

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

右
記
練
習
日
に
体
験
練
習
も
で
き

ま
す
︒

※
問
合
せ
先

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
き
や
ま
愛

好
会
事
務
局

楢
崎

電
話
９
２
︱
５
８
８
５

第
２
回
基
山
お
さ
ん
ぽ
マ
ル
シ
ェ

︻
基
山
お
さ
ん
ぽ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
︼

シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ
ン
ト
完
成
披
露
会

︻
基
山
モ
ー
ル
商
店
街
︼

桜
並
木
一
般
開
放

︻
小
郡
駐
屯
地
︼

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

︻
自
衛
隊
鳥
栖
地
域
事
務
所
︼

会
員
募
集

︻
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
き
や
ま
愛
好
会
︼
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基
山
町
体
育
協
会
に
加
入
し
て
い

る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で
は
︑
協
会

会
員
及
び
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま

す
︒
初
心
者
・
経
験
者
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
︑
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

会
員
募
集

▽
対
象
者

18
歳
以
上
の
男
女

▽
練
習
日
時

・
月
・
金
～
日
曜
日

午
後
２
時
～
６
時

・
火
・
木
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

・
水
曜
日

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

(ナ
イ
タ
ー
練
習
あ
り
︶

▽
場
所

基
山
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
年
会
費

８
︐
０
０
０
円

(ス
ポ
ー
ツ
保
険
・
協
会
費
含
む
︶

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

生
徒
募
集

▽
対
象
者

18
歳
以
上
の
男
女

▽
日
時

４
月
７
日
か
ら
翌
年
３
月

30
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
～
12
時

▽
場
所

基
山
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
年
会
費

５
︐
０
０
０
円

(ス
ポ
ー
ツ
保
険
含
む
)

※
問
合
せ
先

平
野
幸
子

電
話
９
２
︱
６
０
８
８

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
日
程

５
月
22
日
︵
日
︶

(時
間
は
試
験
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
る
︶

▽
場
所

佐
賀
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
願
書
受
付
期
間
・
申
込
み
先

４
月
４
日
︵
月
︶
～
15
日
︵
金
︶

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
佐
賀
県
支
部

電
話
０
９
５
２
︱
２
２
︱
５
６
０
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

▽
日
時

４
月
15
日
︵
金
︶・
16
日
︵
土
︶

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
本
部

▽
受
講
料

４
︐
０
０
０
円

▽
申
込
み
期
間
・
申
込
み
先

４
月
４
日
︵
月
︶
～
14
日
︵
木
︶

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全
協
会

※
問
合
せ
先

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全
協
会

電
話
８
３
︱
３
１
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
３
︱
３
２
０
２

東
明
館
で
は
︑
３
月
26
日
︵
土
︶

開
催
の
﹁
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
︵
後

援
：
基
山
町
︑
佐
賀
県
︶﹂
内
で
︑

無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
︒

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
︒

▽
日
時

３
月
26
日
︵
土
︶

正
午
～
午
後
２
時
︵
各
30
分
間
︶

▽
場
所

東
明
館
本
館

▽
対
象
者

基
山
町
民
︑
近
隣
住
民

▽
定
員

16
名
︵
先
着
順
︶

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

東
明
館
中
学
校
・
高
等
学
校

事
務
室

下
岸

電
話
９
２
︱
５
７
７
５

会
員
・
教
室
生
徒
募
集

︻
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
︼

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
準
備
講
習
会

︻
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全
協
会
︼

東
明
館
出
身
弁
護
士
４
名

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

︻
東
明
館
中
学
校
・
高
等
学
校
︼

「
第
15
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
佐
賀
県
予
選
会
」ダ
ブ
ル
ス

姉
川
勝
哉
く
ん
・
中
村
太
一
く
ん  

準
優
勝

　

１
月
23
日
（
土
）、
佐
賀
県

総
合
運
動
場
庭
球
場
に
お
い

て
、
「
第
15
回
全
国
小
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
佐
賀

県
予
選
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

５
年
生
ダ
ブ
ル
ス
の
部
に
、

姉
川
勝
哉
く
ん
（
基
山
小
）
と

中
村
太
一
く
ん
（
同
）
の
ペ
ア

が
出
場
し
、
見
事
準
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
二
人
は
、
３
月

29
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）
に

千
葉
県
白
子
町
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

「広報きやま」への有料広告募集中

掲載料　　　　　　　 ／枠（１回掲載） ※広告デザインは広告主負担となります。

広告掲載希望日４０日前までにお申し込みください。

詳細は基山町ホームページ http://www.town.kiyama.lg.jpにも掲載しています。

５，０００円

【お問合せ先】基山町役場 財政課 財政係　�９２－７９１７

ます。
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第
33
回
基
山
町
小
学
生
駅
伝
大
会
結
果

〜
基
山
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Ａ  

優
勝
〜

　

２
月
14
日
（
日
）、
基
山
町

少
年
ス
ポ
ー
ツ
育
成
協
議
会
主

催
に
よ
る
基
山
町
小
学
生
駅
伝

大
会
が
多
目
的
運
動
場
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
33
回
目
を
迎
え
る
こ

の
大
会
に
は
、
駅
伝
に
８
チ
ー

ム
（
計
73
名
）、
マ
ラ
ソ
ン
に

１
８
４
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

冬
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
子

ど
も
た
ち
の
力
強
い
走
り
が
随

所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
駅
伝
で

は
、
序
盤
か
ら
抜
け
出
し
た
基

山
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Ａ
が
、
８
年
連

続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

 

駅　

伝

　

１
位　

基
山
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Ａ

　

２
位　

Ｊ
ｒ
．バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
女
子

　

３
位　

基
肄
城
タ
イ
ガ
ー
ス

　

敢
闘
賞　

基
山
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

 
マ
ラ
ソ
ン
１
㎞
（
男
子
）

　

１
位　

北
島 

康
生

　
　
　
　

（
基
山
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）

　

２
位　

酒
井 
鈴
央
（
同
右
）

　

３
位　

松
雪 

璃
恭
（
新
格
闘
術
）

 

マ
ラ
ソ
ン
１
㎞
（
女
子
）

　

１
位　

黒
川 

は
る

　
　
　
　

（
Ｊ
ｒ
．
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　

２
位　

熊
本 

知
華
（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
）

　

３
位　

望
月 

紗
希

　
　
　
　

（
基
肄
城
タ
イ
ガ
ー
ス
）

 

マ
ラ
ソ
ン
２
㎞
（
男
子
）

　

１
位　

安
部
田 

慧
悟

　
　
　
　

（
Ｊ
ｒ
．バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
）

　

２
位　

青
山 

蒼
汰
（
同
右
）

　

３
位　

草
野 

滉
夢

　
　
　
　

（
基
山
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
）

 

マ
ラ
ソ
ン
２
㎞
（
女
子
）

　

１
位　

金
澤 

乙
希

　
　
　
　

（
Ｊ
ｒ
．
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　

２
位　

渡
邉 

沙
絢

　
　
　
　

（
Ｊ
ｒ
．
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

３
位　

坂
口 

朱
里

　
　
　
　

（
Ｊ
ｒ
．
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
）

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
一
般
寄
附
︼

▽
匿
名

５
０
︐
０
０
０
円

︻
香
典
返
し
︼

▽
井
上
シ
ヅ
カ

白
坂
中
︵
亡

勝
興
︶

▽
舟
木

司
郎

野
入
︵
亡

翠
︶

▽
藤
崎

英
司

皮
籠
石
︵
亡

久
頼
︶

▽
平
川

正
子

川
西
︵
亡

伊
作
︶

▽
本
田

浩

氏
林
１
丁
目
︵
亡

シ
ヅ
カ
︶

▽
埋
金

隆
文

正
応
寺
︵
亡

榮
子
︶

▽
佐
藤

良
光

千
塔
︵
亡

サ
キ
︶

(敬
称
略
)

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
や
ま
３
月
１
日
号
16

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
︑

﹁
３
月
の
こ
よ
み
﹂
の
表
中
︑﹁
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
﹂
の
日

程
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
次

の
と
お
り
訂
正
し
︑
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
︒

︻
正
︼
18
日
︵
金
︶

︻
誤
︼
17
日
︵
木
︶

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

　

防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

２
月
23
日
（
火
）、
基
山
保
育
園
、

基
山
幼
稚
園
、
見
真
幼
稚
園
、
た
ん
ぽ

ぽ
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
多
く
の
保

護
者
ら
が
見
守
る
中
、
防
火
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
後
、
基
山
保
育
園
児
に
よ

る
鼓
笛
と
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
児
に
よ
る

和
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
「
し
だ
れ
梅
」
が

　

サ
ガ
テ
レ
ビ
に
取
材
さ
れ
ま
し
た

　

町
内
の
大
久
保
敏
幸
さ
ん
宅
（
丸
林
）

の
「
し
だ
れ
梅
」
は
樹
齢
１
０
０
年
以

上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
24
日
（
水
）、
見
頃
を
迎
え
た

梅
が
サ
ガ
テ
レ
ビ
に
取
材
さ
れ
、
そ
の

様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
番
組
内
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
。
訪
れ
た
人
か
ら
は
、
「
色
鮮

や
か
で
き
れ
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

粉
薬
を
飲
む
と
き
︑
薬
が
先
か
水
が

先
か
︒
私
は
口
い
っ
ぱ
い
に
水
を
含

ん
だ
後
︑
急
い
で
薬
を
流
し
込
み
ま

す
︒
年
齢
だ
け
は
大
人
で
す
が
︑
ま

だ
ま
だ
子
ど
も
だ
な
と
感
じ
る
瞬
間

で
す
︒︵
Ｈ
︶
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基
山
町
役
場

総
務
企
画
課
／
〒
841-0204

佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町

大
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揚げ焼き鮭の薬味ソース ほうれん草ときのこのホットサラダ

❶ 生鮭に酒、こしょうをふる。

Ａはみじん切りに、レモン

は輪切りにする。ブロッコ

リーは茹でる。

❷ ペーパータオルで生鮭の

水気を取り、小麦粉を薄く

つけ、揚げ焼きにする。

■ 材料 （４人分）

■ 作り方

※エネルギー199kcal ／塩分1.0ｇ
　／脂質10.7ｇ／たんぱく質17.8ｇ

生鮭

酒

こしょう

小麦粉

揚げ油

白ねぎ

にんにく

しょうが

７０ｇ×４枚

適量

適量

小さじ１

適量

５０ｇ

５ｇ

１かけ

　基山町食生活改善推進協議会では、社会福祉協議会の協力のもと、年に１回、

一人暮らしの高齢者を招待して食事会を開催しています。今年も多くの方が参

加され、会食後には、おしゃべりや余興を楽しみ、にぎやかで楽しい一時を過

ごされていました。参加者の皆さんは、年齢を感じさせないほどお元気で、生

き生きとしてありました。

　これからも健康に気をつけ、いつまでもお元気で楽しく過ごしていただきた

いと思います。
※問合せ ・ 献立レシピは 基山町保健センター 電話９２－２０４５　ＦＡＸ９２－２１４８

❸ Ａを焦げないようにごま油

で炒める。

❹ Ｂに③を入れてソースを作

り、揚げ焼きにした鮭にか

けて仕上げる。ブロッコリー

とレモンを添える。

■ 材料 （４人分）

※エネルギー31kcal ／塩分0.3ｇ
　／脂質1.0ｇ／たんぱく質3.0ｇ

ほうれん草

しめじ

まいたけ

ミニトマト

１２０ｇ

４０ｇ

１００ｇ

４個

❶ ほうれん草は茹でて、長

さ３ｃｍに切る。しめじと

まいたけは、石づきを取り、

小房に分けて茹でる。ミニ

トマトは縦半分に切る。

■ 作り方
Ａ

Ｂ
Ａ

みそ

酢

砂糖

白すりごま

糸かつお

小さじ２

小さじ２

小さじ１

大さじ１/２

２ｇ

３
M A R C H

今月の料理 ～春のふれあい食事会より～

新しい図書館が

４月１日（金）午前１０時から

オープンします！

ごま油

しょうゆ

砂糖

酢

ブロッコリー

レモン

大さじ１

大さじ１と１/３

小さじ２

大さじ２

３０ｇ

適量

　中央公園内に建設された新しい図書館が、

いよいよ４月１日（金）に開館します。当日は、

午前１０時から約２０分間、開館行事を行い

ますので、ぜひご参加ください。開館行事が

終わり次第、開館します。なお、利用者カー

ドは今までのものを引き続き使用できます。

皆さんのご来館を心よりお待ちしています。

オープンまで残りわずか！

どうぞお楽しみに♪

※他の献立…

　彩り寿司、変わり蒸し豆腐の蟹あんかけ、

　おすまし、抹茶ようかん

❷ ボウルにＡを入れ混ぜ合わ

せ、①を加えて和える。糸

かつおをかける。

開館時間 午前９時～午後６時

休 館 日 毎週月曜日・祝日・国民の休日

※新図書館の概要

詳しくはホームページ又はお電話で。

http://www.kiyama-lib.jp/
０９４２－９２－０２８９

ＨＰ
電話


